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  中医方剤薬効分類 
   方剤名 効能 生薬組成 
  書籍 主治および証  病機  方意 

治風剤 疏散外風剤7 

 
 大 活 絡

だいかつらく
丹
たん

 

扶正祛風・活絡止痛  白花蛇・烏梢蛇・威霊仙・両頭尖・草烏頭・天麻・全蝎・何首烏・亀板・麻黄・ 
貫衆・炙甘草・羌活・肉桂・藿香・烏薬・黄連・熟地黄・大黄・木香・ 
沈香各60ｇ・細辛・赤芍・丁香・乳香・白僵蚕・天南星・青皮・骨砕補・白豆蔲・

安息香・黒附子・黄芩・茯苓・香附子・玄参・白朮各30ｇ・防風75ｇ・葛根・ 
虎骨・当帰各45ｇ・血竭21ｇ・地竜・犀角・麝香・松脂各15ｇ・牛黄・ 
竜脳各4.5ｇ・人参90ｇ 

  以上49味の粉末を蜜丸（3ｇ）にして金箔でくるみ、1回1丸を服用する。 
 聖恵方 

  主治は、中風癱瘓
たんたん

、痿痺、痰厥、陰疽、流注など。 

  正気不足に乗じて風邪が肢体、関節に侵入〈中風〉して停滞し、衛気不行、血行渋滞、津液凝結生痰となっ

て、更に気血を阻滞するので、重度になると運動麻痺（癱瘓）、あるいは意識障害〈痰厥〉、軽度であれば四肢

の疼痛や無力（痿痺）、あるいは局所に留着すると慢性の炎症巣（陰疽）や、流注膿瘍などを引き起こす。 
  補気の人参・白朮・茯苓・炙甘草と、補血滋陰の熟地黄・当帰・何首烏・亀板および温陽の附子・肉桂で扶

正し、祛風通絡の薬物を加えている。祛風散寒の麻黄・羗活・細辛・防風・草烏頭、祛風解痙止痛の白花蛇・

烏梢蛇・白僵蚕・全蝎・虎骨・葛根、祛風湿、止痛の威霊仙・両頭尖・骨砕補、活血通絡の地竜・血竭・乳香・

沈香・烏薬・赤芍、芳香透絡の麝香・竜脳・松脂・安息香、祛痰熄風の天南星・天麻、清熱解毒の黄芩・黄連・

牛黄・犀角・貫衆・大黄、さらに気機を通暢する藿香・木香・香附子・青皮・丁香・白豆蔲を配合している。 
「頑痰悪風、熱毒瘀血、経絡に入れば、この方にあらざれば透達することあたわず、およそ肢体の大証を治

するに、必ず備うるの薬なり」と言われている。 
 


